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日本のソフトウェア業の問題点

個別（受託）ソフトウェア開発が大半

最大のソフト開発企業がNTTデータ（売上１兆円超）

上場ソフトウェア開発企業のほとんどが受託開発

国際競争力の欠如

Microsoft, SAP, Infosysなどは国外で成功

国内市場は頭打ち（受託は減少）
新興国企業の台頭

優秀な人材に発展性のない単純労働を強制
「３Ｋ」「ｎＫ」職場と言われ学生の人気も低下
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日本のソフトウェア業の問題点

Ｎｏ．１比較

国際競争力の欠如。
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日本では売上No,1、優
等生のNTTデータも、売
上で1/3程度のInfosys
（印）に対して競争力で劣
る。
Infosysは、受託ソフトウ

ェアの工業（工場）化に
成功し高い利益率を実
現している。

（十億円）

※決算数値は、2007/3期。
※株価は、2008/2/14日現在。
※$1=110円で計算
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日本のソフトウェア業の問題点

問題の本質は何か？

ソフトウェア業にもかからわず、ソフトウェアの
最大の利点を活用していない。

「ソフトウェアの最大の利点」とは何か？

ほぼ０コストで複製し、多くのユーザーに
利用してもらうことが可能。

インターネットの普及で配布コストも極小化。
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ソフトウェア開発トップ企業の状況

海外：

国内： （2007年度通期予想売上順）

ＮＴＴデータ
日本ユニシス
野村総合研究所
伊藤忠テクノソリューションズ
ＣＳＫホールディングス

Microsoft （米）
Oracle （米）
Google （米）
SAP （独）
Infosys （印）

数多くのユーザーのために

ソフトウェアを開発提供

個別のユーザーのために

ソフトウェアを開発提供

日本だけで栄えるACCESS = 36位、
ワークスアプリケーションズ = 56位、
ジャストシステム = 65位
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事業モデルとプライオリティ

数多くのユーザーのために・・・

個別のユーザーのために・・・

技術・市場の「流れ」
市場提案・マーケティング
投資力

つまらなくてあたりまえ！

競争力つかなくてあたりまえ！

個別要求への対応
濃密なヒューマンリレーション
コスト削減力
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話
題
性

技術・市場の「流れ」 （ハイプカーブ）

Blog

XML

Java電子マネー

TCP/IP

OpenID

SaaS

IP v6

Grid

時間
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XMLにあてはめてみると

日経コンピュータ
「XML旋風来襲」

Web 2.0

XML 1.0 
勧告

XMLマガジン
創刊

XMLマガジン
休刊

日経コンピュータ

「見えてきた万能
幻想の真実」

Microsoft
.NET戦略発表

MS Office 
2007 発売

広辞苑に
「XML」掲載

2000 20041998 2006 20082002 2010

話
題
性
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市場の視点でみる「流れ」
～コミュニケーション媒体の進化と普及～

FAX電話 電子メール XML

普
及
率

時間

2008

Voice Image Text XML

人間しか
理解できない

人間しか
理解できない

コンピュータも
少し理解できる

人間もコンピュータ
も理解できる

199119731910
電話の加入数10万突破 FAX第１号機 インターネット商用化

1998
XML1.0勧告



ソフトウェアで世界をつなぐ

©2008 インフォテリア株式会社 2008年３月期第３四半期決算説明会 11

次の重要な「流れ」は何か？（その１）

Software as a Service

ソフトウェアモデルの進化

個別 パッケージ ダウンロード SaaS
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市場におけるSaaSへの取り組み

2010年までに・・・

国内SaaS市場規模は約１兆円となる。
- IDG Japan: ASP白書 2005

65%の企業がSaaSを利用する。
- Saugatuck Technology, May/2007

ビジネスソフトの25%がSaaSで提供される。
- Gartner, September/2006

Googleが携帯ベンダー33社と提携して携帯OSに参入。
携帯向けネットサービスの普及が加速する。

2011年までに・・・

日本経済新聞

NTTが次世代ネットワークで「SaaS」事業を開始。

- 2007/11/6 朝刊１面

- 2008/2/8 朝刊１面
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SaaS

インストール

(Software as a Service)
2010年までに約１兆円市場に※

CD-ROMやダウンロードで
入手したソフトウェアを

PC にインストールして使用

SaaSの特長
Service

ネット上に存在する

ソフトウェアを
ネット経由で直接使用

Service Service

SaaSとは？

常時接続

通信速度の向上

セキュリティ・内部統制

Web2.0技術の進化

環境の激しい変化

低コスト化

※IDG Japan: ASP白書
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多くの技術・市場動向はSaaSに通ず

通信速度の向上
（高速データ転送による
ストレスのない動作）

フラッシュメモリによる
ＨＤの代替
（超高速アクセスによる
快適な動作）

携帯機器の高機能化
（例：Google Android）

SaaS
公衆無線ネットワーク
（常時接続）

ＸＭＬ
（加工、再利用可能なデータ）

電子マネー
(小額課金、従量課金)

内部統制
(ファイルや履歴を一元管理)

シンクライアント
（インストールなしでの稼動）

IPv6
（プッシュ型Webサービス実現）

セキュリティ強化
（エンドユーザーリスク排除）
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Web 2.0とSaaS

1995

Web2.0的な技術/サービスが

企業に浸透してくることで

XMLが欠かせない存在に。
（HTMLがそうだったように）

2005 2015

Web 1.0 Web 2.0

HTML XML
Web 2.0の本質は、Web上で
機能やサービスを有機的に

「つなぐ」こと。

Web 2.0技術の進展に伴って企業システムに浸透

「企業情報システムに
は使えない」

企業情報システムに
欠かせない

SaaS

SNS

RSS
BLOGHomepage Podcasting

SearchEngine

Shopping Mall REST

Portal

Web EDI
E-Commerce

Intranet
ASP
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SaaSの意味

これまで・・・

インターネット

ハード

ユーザー

ハード ハード ハード

ユーザー ユーザー ユーザー

ソフト ソフト ソフト ソフト

データ データ データ データ
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SaaSの意味

事業とITインフラの「アンバンドリング」

インターネット

ハード

ユーザー

ハード ハード ハード

ユーザー ユーザー ユーザー

ソフト ソフト ソフト ソフト

データ データ データ データ

ハードウェア

ソフトウェア
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次の重要な「流れ」は何か？ （その２）

データの品質

「システム化」「見える化」の次にくるもの

Data Quality
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企業情報システムの次の一手

システム化は進んだ。

システム連携も進んだ。

「見える化」も進んだ。

問題：

データの品質がアウトプットの品質を左右する

システム化が進んだことによるマスターデータの多重化

「データ品質」の向上による「経営品質」の向上

社保庁問題も
その一例
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マスターデータ問題とは
財務会計 顧客管理 ECサイト 生産管理 人事給与

顧客情報

製品情報

システム毎バラバラに重複管理されているマスターデータ

レポートの品質低下・遅延、CS(顧客満足度)の低下、
処理コスト増大、情報漏洩リスク

仕入先情報

顧客情報

製品情報

顧客情報

製品情報

販売情報販売情報

製品情報

部品情報

受注情報

在庫情報

社員情報

銀行情報

社員情報

在庫情報
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マスターデータ問題と地球温暖化
問題の類似性

地球温暖化問題 マスターデータ問題

＊ 部分的な問題は見えている
＊ しかし、そんな大事にはならないだろう
＊ じわじわくるから認識しにくい
＊ 一度顕在化した時は大変なことに！
＊ ホットな話題になってきた
＊ でもどこから手をつけるんだろう？
＊ 皆が意識しないと解決しない
＊ 解決は一つ一つの地道な積み上げしかない

不都合な真実 出典：「企業が守るべきデータのあり方」
大成建設（株）木内里美氏
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成長戦略

既存ASTERIAビジネスの伸張
（パッケージ）

新しいオンライン環境
のための新製品

（SaaS）

世界市場への展開

短期

中期

長期

将来の確実な成長のための立体的な成長戦略
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ASTERIAの導入社数は440社に
～今期（4～12月）導入は99社～

導入社数 99
うち新規 78

うちリピート 21

累計 440

2007年4月〜12月

440

362

251

150

78

20

導入社数
440社を達成

【短期】
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２年連続EAIシェアＮｏ．１（出荷本数）【短期】

出典：テクノシステムリサーチ社「2006/2007年ソフトウェアマーケティング総覧」

※EAI = Enterprise Application Integration (企業システム連携)

21.3%

17.4%

今年度調査も
シェア第１位

ASTERIA

M社B

A社D

I社W

F社I

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位

15.6%

13.2%

8.3%

18.3%

17.4%

17.4%

14.2%

9.0%

ASTERIAのみが
シェアアップ
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シンプルで安全な拠点間ファイル転送

2007年11月1日出荷開始

ASTERIA DataCaster
データキャスター

【短期】

ARMS

WARP
WARP Lite

DataCaster

高度シンプル

大規模

小規模

ラインアップ
完成
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ASTERIA MDM One【短期】

データキャスター

エムディーエム ワン

データ

ガバナンス

A Single
Version of

Truth

データ

クオリティ

ASTERIA MDM One 製品群

MH / DQ / GT / MI

パートナー企業

コンサルティング / インテグレーション / ツール

国産初のマスターデータ管理（MDM）パッケージ

2月25日より順次出荷開始予定

エムディーエム ワン
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MDM Oneに注目集まる

MDMサミット2007

ITpro EXPO 2008でAWARD受賞！

【短期】
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ASTERIA On Demand

財務管理 生産管理

SaaS版ASTERIA （2008年1月17日提供開始）
＝SaaS同士や企業システムを繋ぐ、世界初のSaaS版EAI

ASTERIA On Demand【中期】

他のSaaS・・・・・・・

社内システム

オン デマンド
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OnSheet提供開始

SaaS型オンライン表計算サービス「オンシート」

2007年10月22日より提供開始

ブラウザだけで稼動

企業システムと繋がる表計算

データを全て中央管理

月額課金

【中期】

Google Appsに
欠けているシステム

連携を実現

オンシート
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OnSheet最新版の「リモートデータ」【中期】

為替データ

株価データ

グラフ・図形

Web上の情報をリアルタイムに
読み込んで表示
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OnSheet適用事例

「日経コンピュータ」(2008.2.15号）

【中期】

（著作権保護のため印刷不可）
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c2talk 2.0 （2007年10月4日提供開始）
【中期】

「@ぴあ」や「TSUTAYA 
DISCAS」で採用

シー・ツー・トーク
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マルチプロダクトカンパニーへ

(Web)
SaaSクライアントサーバー

■ソーシャルカレンダー

c2talk （クライアント）

■ネット利用プラットフォーム
＆サービス

Lingr （Web）

■企業課題管理サービス

Topika （Web）

「つなぐ」対象の拡大

■オンライン表計算サービス

OnSheet （Web）

■シンプルなファイル転送

DataCaster（クライアント）

■マスターデータ管理

MDM（サーバー）

２本目、３本目の柱を作り「つなぐ」領域を拡大

■データ連携

ASTERIA（サーバー）

【中期】

■SaaS版EAIサービス

ASTERIA On Demand （Web）
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世界のソフトウェア市場

米
35.9%

その他
25.7%

Source：世界情報サービス産業機構
（Forecast for 2008）

独
7.4%英

6.0%
仏

5.8%
日本
5.6%

中
4.5%

伊
2.9%

蘭
2.6%

• 日本は5.6%しかない（しかも割合は減少傾向）

【長期】
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ありがとうございました

インフォテリア株式会社

2008年3月期 第３四半期決算説明
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